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☎099-225 - 6120　FAX 099-223-0755
鹿児島ブランドショップ

鹿児島県広報課「県政かわら版（4月号）プレゼント係」
ハガキ 〒890-8577　鹿児島市鴨池新町10-1
FAX 099-286-2119
電子申請　　ご応募はこちらから▶▶▶　

令和7年5月31日（土）必着

①こうちゃんクイズの解答、②郵便番号、
③住所、④氏名、⑤年齢、⑥電話番号、
⑦「県政かわら版」へのご意見・ご感想を明記の
上、以下の宛先までご応募ください。

※令和８年３月末現在の満年齢
※福祉、化学Ⅱ、栄養士及び保健
師は、資格または免許の取得者
（取得見込みの者を含む）

問い合わせ先

応 募 先

応募方法

応募期限

特産品プレゼント特産品プレゼント
こ
う
い
ち

【受 付 期 間】４月22日（火）～５月14日（水）
【第1次試験日】６月１5日（日）
【第1次試験地】鹿児島市、東京都
【申 込 方 法】インターネットのみ
【受 験 資 格】２２～２９歳（保健師は２１～２９歳）

行政、警察事務、心理、福祉、 農業、畜産、  農業土木、林業、
水産、土木、建築、電気、化学 I、化学 II、栄養士、保健師

試験区分（16区分）

問い合わせ先 県人事委員会事務局総務課　099-286-3893

詳しくはこちら▲
（県職員採用HP）

鹿児島県職員採用試験
（大学卒業程度）のお知らせ
鹿児島県職員採用試験

（大学卒業程度）のお知らせ

令和6年4月に、PFI方式※で総額313億円の予定価格を設定
※「PFI方式」と「従来型手法（県の公共工事で一般的な方法）」の主な違い

財政上の検討
●入札手続の比較

●1年当たりの県の負担額の抑制●●11年年当当たたりりのの県県のの負負担担額額のの抑抑制制

　大切な方へメッセージを
添えて贈りませんか♪贈っ
て楽しい、もらって嬉しい
選べる3種のティーギフト。
お茶の香りに心和むひとと
きを届けたいという思いか
ら生まれまし た。

鹿児島製茶株式会社
お茶の美老園
☎099-269-1221

三面のこうちゃんクイズの正解者の中
から、抽選で5名様に「セレクトBOX
（知覧茶・紅茶・ほうじ茶）3種セット」を
差し上げます。

2024かごしまの新特産品
コンクールで“鹿児島県

特産品協会理事長賞”受賞

2024かごしまの新特産品
コンクールで“鹿児島県

特産品協会理事長賞”受賞

10億円は県の財政的に
大丈夫ですか?

これまでも県の大規模な建物を整備する際には、県が資金調達す
るやり方をとってきており、近々償還が完了する施設があります。 
これらの償還金額16億円が減少する見込みであり、10億円の負
担には財政的に対応可能です。

Q A

コストがもっと上がっ
たらどうするのですか?

仮に、今後、事業費が増加し、毎年度の県の負担が数億円程度増
えたとしても、1,000億円余りの規模の毎年度の償還金額の中で
適切に管理し、持続的で安定的な財政運営を行っていきます。

Q A

社会情勢の変化から、建設コストの大きな増加があり、令和6年9月に入札が不調となりました。PFI方式では、
設計、建設、維持管理運営費等の総額が500億円（うち、設計・建設費は400億円程度）近くになることが推
計されました。
スポーツ・コンベンションセンターの整備に当たっては、他の事業に可能な限り影響を与えないよう、
1年当たりの県の負担額を抑えることが重要です。

コスト削減につながる工夫や、大規模な施設を整備するために積み立ててきた基金（貯金）を活用するなど
した上で、15年での支払いとなるPFI方式から、30年で償還する従来型手法に見直すことで、
1年当たりの県の負担額は10億円と見込まれます（PFI方式の半分程度）。
これらに加え、国の補助金や、国の財政措置がある有利な地方債も活用して、県の負担軽減に努めていきた
いと考えています。

県としては、1年当たりの負担額を抑えられる従来型手法に見直した上で、
県大会が開催できる必要最小限の規模のスポーツ・コンベンションセンターの整備
を推進したいと考えています。

PFI方式

事業者への
発注方法

建設費の
積算方法

建設費の
支払方法

一括発注
　設計、建設、維持管理運営等を
　パッケージで発注

①～③を個別に発注
　①設計、②建設（設計終了後）、
　③維持管理運営（施設の完成後）

事業者が資金を調達し、県が事業者へ
15年間で分割して支払い

県が資金を調達（地方債を発行）し、
30年間で償還

設計前に推計
　施設面積の見込みや物価を調整する
　指標などを使用

設計に基づき積算
　図面などを用いて、実際に必要
　な材料や人件費を積み上げ

従来型手法


